
枝から枝へ愛くるしく ーヤマガラー

全長14cm。背と翼の上面は灰色、腹は褐色で、頭は黒
色と白っぽい淡いオレンジの模様です。体の大きさに比べ、
頭でっかちで尾は短めです。ほぼ全国に生育しており、留
鳥または漂鳥として平地から山地の林で観察できます。繁
殖期以外は小群で生活し、シジュウカラなどの群れに混
ざっていることもあります。繁殖期となる４～７月ごろに
はキツツキの古巣などの穴で営巣し、コケや草を組み合わ
せ、獣毛などを敷いた皿状の巣に卵を産みます。昆虫やそ
の幼虫を食べますが、堅い木の実も食べます。特にエゴノ
キの実を好み、くちばしで穴をあけ中身を食べます。
森の中で木の枝から枝へと飛び移り、昆虫類や木の実を

ついばむ様子が愛くるしいと人々から好かれてきました。
人になれやすく学習能力が高いので、おみくじを引かせた
り、カルタをとらせたりするなどの芸をさせたという記録
も残っています。※現在は野生の鳥を捕獲して飼育するこ
とは禁止されています。
陶史の森には、幾種類もの野鳥が生活しています。ヤマ

ガラの他にもシジュウカラやエナガなどの愛くるしい姿を
お楽しみください。
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バードウオッチング（自由参加）

１月28日（日）午前９時～11時
真冬の野鳥を観察します。

２月25日（日）午前９時～11時
早春の野鳥を観察します。

冬季は木々の葉っぱが落ちているので、
野鳥を観察するベストシーズンです。
ネイチャーセンターでは、双眼鏡を貸
し出しています。お気軽にお声がけく
ださい。

マツの枝に止まるヤマガラ

陶史の森ネイチャー
センター横、林泉の
池堤防に集合してく
ださい。

25 2024.1　広報とき

いきものふれあいの里　「陶史の森」だより
土岐市ネイチャーセンター

（☎59-5144）

陶史の森は自然環境保護地域です。動植物や石などは絶対に採らないでください。また、ペットの同伴はご遠慮ください。
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